
【東証プライム市場：1726】

本総会及び説明資料に含まれる歴史的事実ではないものは将来の見通しです。
将来の見通しは、現時点で入手可能な情報に基づき判断したものであり不確定な要素を含んでおります。
従いましてこれらの見通しのみに全面的に依拠することはお控えくださるようお願いいたします。
弊社の業績等はさまざまな要因の変化等により、これらの見通しと異なる場合があります。

2025年9月24日（水）

株式会社ビーアールホールディングス

個人投資家向け会社説明会

説明資料に含まれる歴史的事実ではないものは将来の見通しです。
将来の見通しは、現時点で入手可能な情報に基づき判断したものであり不確定な要素を含んでおります。
従いましてこれらの見通しのみに全面的に依拠することはお控えくださるようお願いいたします。
当社の業績等はさまざまな要因の変化等により、これらの見通しと異なる場合があります。
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会社概要

当社の特徴・実績

中期経営計画・事業戦略

株主還元
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会社概要

当社独自の強みや競争優位性、主な実績事例についてご紹介いたします。



会社概要

商           号          ：株式会社ビーアールホールディングス

設立年月日         ：2002年9月27日

代    表     者            ：代表取締役社長 藤田公康

本社所在地            ：〒732-0052 広島市東区光町二丁目6番31号

資    本     金            ：48億1384万7000円

事 業  内  容            ：土木・建築等を行う子会社の経営管理等

従 業  員  数            ：連結637人

連結売上高             ：40,770百万円（2024年度）

上場取引証券所    ：東京証券取引所（プライム市場 証券コード：1726）

4

2025年3月31日現在

会社概要
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会社概要

1948年

1954年

鉄道砂利工業（株） 創立 (広島市)

商号変更 極東工業（株）

2000年
1999年広島証券取引所上場、株式市場統合に伴い

東京証券取引所 市場第二部上場

株式移転により(株)ビーアールホールディングス設立2002年

2005年

2007年

2008年

2016年

2022年

興和コンクリート(株) 完全子会社化
（東京都 1939年設立）
旧興和コンクリート会社分割後、事業部門を取得

東日本コンクリート(株) 完全子会社化
（仙台市 1951年設立）
株式交換により全株式を取得

極東工業・興和コンクリートが合併し、

商号を 極東興和（株）に変更

東京証券取引所 市場第一部指定

東京証券取引所 プライム市場移行
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【Br.HDグループ】

会社概要

東日本コンクリート（株）
(仙台市)

極東興和（株）
(広島市)

キョクトウ高宮（株）
(広島市)

豊工業（株）
(大分市)

ケイ・エヌ情報システム（株）
（広島市）

（株）ビーアール ホールディングス
(広島市)
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会社概要

2024年度実績

売上高：407億円

営業利益：19億円

ROE：8.6％

配当性向：53.0％

DOE：4.6％

PBR：1.0倍
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当社の特徴・実績
施工実績と当社を取り巻く環境についてご紹介いたします。
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Br.HDグループ企業  

極東興和株式会社   

東日本コンクリート株式会社は、 
  

地方のゼネコンではない
General Contructor

  

プレストレスト・コンクリート（PC）の 
専門技術者集団です。 

  
 

当社の特徴
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【プレストレストコンクリート（PC）とは？】

PCとは？

◆コンクリートは引っ張りに弱い
引張強度は圧縮強度の１／１０～１／１３

◆ＲＣ(鉄筋コンクリート） ＝ 鉄筋で補強されたコンクリート
Ｒｅｉｎｆｏｒｃｅｄ Ｃｏｎｃｒｅｔｅ

◆ＰＣ(プレストレスト コンクリート)
＝ 予め応力を与えられたコンクリート

Ｐｒｅｓｔｒｅｓｓｅｄ Ｃｏｎｃｒｅｔｅ
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【プレストレストコンクリート（PC）とは？】

PCとは？

鉄筋コンクリートは、引張力に対して鉄筋で抵抗す
る構造ですが、コンクリートの多少のひびわれは避け
られません。
一方、プレストレストコンクリートではあらかじめコンク
リートに圧縮応力を作用させることによって、ひびわれ
を生じさせない構造としたり、ごくわずかのひびわれ幅
に制御する（ＰＲＣ構造）ことも可能です。

無筋ｺﾝｸﾘｰﾄ

PC(ﾌﾟﾚｽﾄﾚｽﾄｺﾝｸﾘｰﾄ）

RC（鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ）
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PCとは？

大芝大橋：広島県東広島市安芸津
土木学会 田中賞 受賞

※. 田中賞は、 日本の橋りょう建設分野で最も権威のある賞とされ、土木学会により昭和41年度に創設されました。



鉄道建設・運輸機構 鉄道建設本部株式会社 北陸新幹線 深山トンネル他 福井県敦賀市

PCとは？



市場環境
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市場環境
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受注実績
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※年度別発注総額は、一般社団法人プレストレスト・コンクリート建設業協会の調べによる統計値です

※H17年度の受注高には興和コンクリート㈱の全株式を取得したことに伴い、興和コンクリート㈱の繰越高56億円が含まれております。

※H19年度の受注高には東日本コンクリート㈱の全株式を取得したことに伴い、東日本コンクリート㈱の繰越高54億円が含まれております。 

システム・不動産賃貸事業

製品販売事業

補修その他（建設事業）

新設橋梁（建設事業）

発注総額（建設事業）

※253.2

※310.8

460.8

2016.3
㈱Ｂｒ．ＨＤ
東証1部指定替

2000.9
㈱Ｂｒ．ＨＤ
東証2部上場

357.9

450.9

※年度別発注総額
（億円）セグメント別受注実績 発注量比較
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業績



施工実績（橋梁新設工事）

沖縄総合事務局 港川高架橋上部工外工事 沖縄県那覇市



西日本高速道路株式会社関西支社 新名神高速道路 成合第一高架橋 大阪市高槻市

施工実績（橋梁新設工事）



首都高速道路株式会社 飯田橋補強工事 東京都千代田区

施工実績（補修工事）



中日本高速道路株式会社八王子支社 長野自動車道 鎖川橋床版取替 長野県塩尻市

施工実績（補修・補強［床版取替工事］）



鉄筋コンクリート（RC）床版の大規模更新

25

出典：高速道路資産の長期保全および更新の在り方に関する技術検討委員会 －最終報告－

RC床版を、より耐久性の高いPC床版に取替

工事による交通影響を軽減させるため、対面交通規制により片側ずつ取替え

【PC床版取替】

補修・補強工事

施工実績（補修・補強［床版取替工事］）
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北海道新幹線 概要図

（JRTT HPより)

主な受注実績 期中受注合計： 74.6億円

●倶知安軌道スラブ （北海道）  北海道新幹線建設局

●遊楽部高架橋 （北海道二海郡八雲町） 北海道新幹線建設局

※内部取引等による調整前、数値

施工実績（鉄道関連事業）
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【新幹線の延伸とリニア ・ 中央新幹線自立式ガイドウェイ(関東地区)】

施工実績（鉄道関連事業［ガイドウェイ］）
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製品販売（建築製品）

大和ハウス工業
https://www.daiwahouse.co.jp/business/multitenant/yotsukaido2/

主な受注実績 期中受注合計：53.9億円

●石田橋PC床版 （岩手県一関市） 株式会社Ｅ＆ＣＳ

●DPL東雲大梁 （東京都江東区東雲） 黒沢建設株式会社

※内部取引等による調整前、数値

（仮称）DPL千葉四街道Ⅱ新築(千葉県四街道市)

〈当期竣工〉
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今後の中期経営計画および事業戦略の方向性についてご説明いたします。

中期経営計画・事業戦略
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中期経営計画

2018年度 2021年度 2023年度

第１次（～2027年度） 第2次（2030年度）
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2030年に目指す将来像

インフラ整備を通じて社会に貢献し、持続的に成長する企業グループ

ステークホルダーへの提供価値

株主・投資家
●資本コストと株価を意識した経営により、企業
価値の最大化を実現する

顧客
●顧客ニーズを見極め、高度な技術で、新たな
価値を提供する

従業員
●多様な働き方の中で、新３K（給与・休暇・
希望）達成企業となる

協力会社
●健全な取引関係を基礎として、相互協力によ
り、新たな価値を創造する

地域社会
●環境に配慮したインフラ整備を通して、人々が
安心して暮らせる社会の構築に貢献する

財務価値

売上高：600億円以上

営業利益：40億円以上

ROE：10％以上

配当性向：40％以上

DOE：4％以上

PBR：1.0倍以上

中期経営計画（2030年に目指す目標）
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中期経営計画（事業戦略）

2030年度
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その他 建築

マクラギ

PC床版
橋梁



注力分野（製品販売事業［建築製品］）



曲がり梁（ランプ）

注力分野（製品販売事業［建築製品］）



段床版

スタジアム/アリーナ実績

ピースウィング広島

注力分野（製品販売事業［建築製品］）



段床版

スタジアム/アリーナ実績

愛知 IGアリーナ

注力分野（製品販売事業［建築製品］）
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機材センター土留め工事（広島県） 敷地内土留め工事（山口県）

入江山林業専用道新設工事（島根県） 工業団地崩壊法面復旧工事 ブランチブロック（茨城県）

【ロックフレーム工法（S型）・ブランチブロック工法】

注力分野（防災関連事業）



○は300km範囲

工場位置図

キョクトウ高宮

高宮工場

極東興和

江津PC工場

極東興和

大分工場

極東興和

静岡工場

東日本ｺﾝｸﾘｰﾄ

亘理工場

注力分野（製品製造工場）
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【高度な独自技術】

注力分野（新規事業［技術開発］）



上大橋補修工事 （和歌山県）

注力分野（新規事業［技術開発］）

【K-LIP工法】
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【マイクロパイル工法】

注力分野（新規事業［技術開発］）

柿生陸橋橋梁補修（耐震補強）工事（神奈川県）

大型重機が入れない場所での杭打設が可能な工法



注力分野（新規事業［技術開発］）

電力中央研究所実験棟
津波氾濫流水路実験施設新築工事（千葉県）

【マイクロパイル工法】
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注力分野（新規事業［技術開発］）

中国自動車道（特定更新等）
吉野川他1橋床版取替工事（岡山県）

【ELSS Joint（エルスジョイント）工法】
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高速道路リニューアル工事の床版取替を合理化する新工法

【 K-SLASH工法】

注力分野（新規事業［技術開発］）



注力分野（新規事業［技術開発］）

【 K-PREX工法】
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人材確保の推進と育成の強化
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右軸(人)：極東興和㈱および東日本コンクリート㈱の工事部門職員数（管理・営業部門を除く）推移および属性
左軸(人)：上記女性技術者数の推移
※ACE（AdvancedCivilEngineer：当社独自の呼称) 主に55歳以上の中途採用技術者
※各年度4月1日時点
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新入社員
定年再雇用
ACE
女性技術者

人材確保の推進と育成の強化
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2025年度 共同研究一覧

関東学院大学

岐阜大学

関西大学

広島工業大学

山口大学

徳島大学熊本大学

宮崎大学

愛媛大学
高知高専

呉高専

長崎大学

京都大学

群馬大学

東京大学

日本大学

鹿児島高専

宇都宮大学

国公立大 16校

私立大 6校

高専 3校

合計 25校

琉球大学

鳥取大学

広島大学

鹿児島大学

福岡大学

立命館大学

K-LIP（ASR） 12校

MP・K-PLEX・
低炭素コンクリートなど

13校

※研究内容

佐賀大学
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配当政策など、株主への還元策についてご説明いたします。

株主還元
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株主還元

○配当金を継続的に増額
2015年度の4円から2025年度（予想）の16円と10年間で年間配当金を４倍に増加
○配当政策

連結配当性向 ４０％以上
DOE（株主資本配当率） ４％以上

4 
5 5.5

7 

9 
11 

12 12 

14 
15 

16 

0

2

4

6

8

10

12

14

16

18
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(予想)

年間配当金推移

2015年度 2016年度 2017年度 2018年度 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度 2023年度 2024年度
2025年度

(予想)

年間配当金（円） 4 5 5.5 7 9 11 12 12 14 15 16

前年比増減（円） - 1 0.5 1.5 2 2 1 0 2 1 1
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株主還元

2015年度 2016年度 2017年度 2018年度 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度 2023年度 2024年度

配当性向 13.9% 14.4% 20.9% 37.0% 26.1% 22.1% 35.5% 53.0% 47.0% 53.0%

EPS（実績・調整後） 14.4 24.8 26.4 18.9 34.5 49.7 33.9 22.6 29.8 28.3
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資本収益性の推移
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ROE推移

総資産 自己資本 ROE 営業利益率

総資産・自己資本（百万円）ROE・営業利益率（％）

目標

2015年度 2016年度 2017年度 2018年度 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度 2023年度 2024年度

ROE 19.6% 25.0% 20.4% 12.8% 20.9% 20.7% 7.6% 7.6% 9.6% 8.6%

総資産　 （百万円） 14,710 20,657 19,611 23,017 26,398 32,649 33,961 40,355 42,351 41,933

自己資本（百万円） 2,604 4,584 5,452 6,127 6,768 12,047 13,194 13,741 14,361 14,978

営業利益率 2.4% 5.6% 7.1% 5.1% 6.2% 7.9% 6.4% 4.5% 5.1% 4.8%
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資本収益性の推移

2015年度 2016年度 2017年度 2018年度 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度 2023年度 2024年度

PBR 2.9 3.8 2.8 2.1 2.9 2.2 1.1 1.2 1.2 1.0

BPS 79 118 140 156 174 267 292 302 321 333

株価（円） 231 446 389 335 505 591 320 355 377 335
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